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□概要
　マーキス団地は、ロンドン北東部
のイズリントン区に位置している団
地である。マーキス団地は、1970
年代に建設された住棟の再生と、住
棟の建替えによる再生事業が行われ
ている。建替え事業では街区型の構
成をとる中層住棟の配置を中心とし
ている（図 1）。

□再生前の状況
　マーキス団地は、1970 年前半に
建築家のダルボーン＆ダーク設計
事務所によって設計された（図 2）。
建設された当時は、先進的な団地で
あったが、狭苦しく、込み入った歩
行ルートや行き止まりが多く見通し
の悪い道路網、暗くて物騒な地下駐
車場、あまりに複雑で住民の目の届
きにくいオープンスペースなどが原
因となって、バンダリズムや犯罪が
横行する問題団地となった。そして、
入居者の転出が相次ぎ、入居希望者
も少ない不人気住宅に陥った。
□再生手法
　マーキス団地は、以下の 6 つの再
生手法を用いて再生された。
１. 既存住棟のリニューアル

ロンドン
　マーキス団地の再生（手法と現状）
　　（Marquess Estate）

２. 地下駐車場の閉鎖
３. 住戸のダイレクトアクセス設置
４. 街路網の配置
５. 一部の住棟の建替え
６. 路上駐車場の設置
□再生後の姿
　既存住棟のリニューアルでは、上
層レベルの共用空間の閉鎖（居住者
のみの利用への閉鎖）、地下駐車場
の閉鎖、専用庭の配置と街路から各
住戸へのダイレクトアクセスが行わ
れた。地下駐車場は、監視の目が行
き届かない為に、完全に閉鎖。上層
レベルの共用空間は、専用庭や街路
からのダイレクトアクセスにより、
街路と住戸の関係性が明確になって
いる。表通りからのダイレクトアク

図 1. マーキス団地の位置図（GoogleMap に加筆）

図 4. 再生後のマーキス団地の配置図 3）図 2. 再生前のマーキス団地 1）

図 5. 既存住棟の改修

図 6. 閉鎖された地下駐車場

図 3. 再生前のマーキス団地の配置図 2）
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セスは、歩道部分に鉄骨の階段を取
り付ける事で達成している。既存高
層棟も 2 棟あり、その足下は大きな
芝生の空地となっている。
　新しい住棟では、伝統的な街区割
りと簡素な庭付きテラス住宅、小単
位でグルーピングした集合住宅が作
り出されていた。角地には、大きい
開口部を設けていることで安全な住
宅地となっている。
□現状を確認して
○伝統的な配置の街路を敷設する事
　により、沿道性を確保している（図
　7）。
○既存住棟に沿う形で街路を配置し
　ており、沿道性を確保している（図
　8）。
×閉鎖された地下駐車場の入り口部
　分は、使用されないデッドスペー
　スとなっていた（図 6）。
△歩道上に設置されたダイレクトア
　クセス階段の大胆さに驚かされた
　（図 9）。
○既存高層棟の周囲には、芝生のオ
　ープンスペースが設置されており
　、管理者が明確になっていないに
　も関わらず、心地よい空間となっ
　ていた（図 10）。
○街区の角地には大きい開口部を設
　け、監視も出来るような住棟デザ
　インとしつつ、通りに表情を作り
　出している（図 11）。
○ 1 階部分に商業施設を設置するこ
　とで、通りに賑わいとアクティビ
　ティを生み出している（図 11）。
○新しい住棟では、緩衝空間となる
　前庭をもつ事で、沿道性を高めて
　いる（図 12）。
○路上駐車とする事で、住戸から通
　りへの監視意識を高め、通りの安
　全性を高めている。また通りに自
　動車利用の形で、住民活動が表れ
　ている（図 12）。

○既存住棟（左側）と新規住棟（右側）
　の高さや素材感、色彩をそろえる
　事で、調和のとれたまち並みを生
　み出している（図 13）。
△新旧住棟の高さが統一されている
　が、長い軒線のためスカイライン
　が単調になっている（図 13）。
○広大なオープンスペースでは、子
　供たちが遊んだり、大人がコミュ
　ニケーションする場となっていた
　( 図 14)。
○団地北側には心地良い小川が流れ

　る緑道があり、団地空間を上質な
　空間にしていた ( 図 15)。
注：写真は全て倉知徹撮影
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図 11. 角地に開口部を設ける新規住棟

図 7. 沿道性を持つ住棟配置

図 14. 遊具のあるオープンスペース

図 15. 団地北側の小川の流れる緑道

図 8. 沿道性を確保した既存住棟の改修

図 9. 歩道上のダイレクトアクセス階段

図 13. 高さ等が揃う既存と新規住棟

図 12. 前庭空間を持つ新しい住棟

図 10. 既存高層棟とオープンスペース


